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イスラム教に おける 平和と 国際関係 



平和、 希望、 調和、 善意 そして 兄弟愛の 宗教で ある イスラム教が、 近年 様々 
な テロ 行為 や 蛮行の 加害者に よって、 その イメージ を 酷く 傷つ けられて きた こと 
は 遺憾で ある。 

この 問題 を 解決す るた めに 下記の 3 つの 事項に 注目した いと 思う。 

1. イスラム教に おける 外交特権と 戦争の 倫理 

2. イスラム教 における ジハード 

3. イスラム教に おける 平和と 国際関係 

外交特権と 戦争の 倫理 

イスラム教の 聖典- コーラン によると、 神 は 肌の 色、 人種、 国籍な どに 関係 
なぐ 全ての 個人に 栄誉 を 授けた。 自由 は 神の 素晴らしい 恩恵の 一つで あり、 
それ を 欠く ときわめ て 悲惨で ある。 イスラム教の 神の 摂理の 下で は、 誰も 正当 
な 理由 無くして 捕虜に なること はない。 戦争 捕虜 は 唯一、 通常の 宣戦布告が 
なされた 戦争 や 戦闘の 場合の みに とらえられ、 他の 理由 や 口実の 下に はとら え 
られ ない。 聖 コーラン は 以下の 様に 述べて いる。 

「正規の 戦いで 打ち負かした 敵に 非 ざれば、 捕虜と する は 預言者に 
は 相応 （ ふさ わ ） しからず。」 （8:68) 
この 節 は、 過去の 奴隸 制度の 慣習 を 根絶させる だけで なぐ 今日、 実際の 
戦闘に 関与して いない 無実の 人々 を 人質に したり ハイジャック 行為 をす る こと を 
正当化す る 一部の イスラム教徒の 理論 を 覆して いる。 

別れの 説教で イスラム教の 聖 なる 預言者 は、 捕虜に 与えるべき 優れた 扱いの 
指示 を 与えた。 聖 なる 預言者 は 言った。 

「おお、 人々 よ、 あなたが たは まだ 戦争の 捕虜 を 扱って いる。 故に、 
私 は あなたがたに 助言す る。 あなた 方が 着る 服、 食べる 食物と 同様な 
物 を 彼らに も 与える ように ..... 。 彼らに 痛み や 苦悩 を 与える こと は 決し 
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て 許されない。」 

戦争と 捕虜の 扱いの 倫理に 関する 一層 具体的な 戒めが、 コーランの 第 
四十 七 章、 第五 節に 含まれて いる。 この 多くの 意味 を 含む 詩 は 次のように 言い 
換える こと 力 《できる。 

「通常の 戦闘に 従事したら、 勇敢 かつ 執拗に 戦うべき である。 戦争 は 平和と 
良心の 自由 力 ま確 立され るまで 続く こと も あり 得る。 捕虜 は 慎重に 取るべき であ 
る。 自由な 人た ち は、 義 にかな つた 合理的な 理由 無しに 自由 を 奪われる こと 
はない。 戦争が 終わったら、 捕虜た ち は 恩恵の 行為と して、 または 身代 金の 支 
払いに より、 または 相互 交換 交渉に よって 解放され るべき である。」 

イスラム教の 歴史で は、 これら 全ての 方法が 捕虜の 解放に 用いられ てきた。 
解放 を 得る 一つの 新しい 方法 は、 教育 を 受けた 捕虜が 身代 金の 代わりに、 文 
盲の 人た ちに 読み書き を 教える ことだった。 

この 詩 はさら に、 イスラム教の 名 を 騙り イスラム教の 旗の 下に 今日の テロ を 正 
当 化しよう とする 者た ちの 根拠 を 根底から 危うくす る。 

外交 使節 は、 イスラム教の 体制で は 特権階級に 属する 人々 である。 彼ら は 
個人的 特権 を 十分に 享受して いる。 彼ら は その 動機に いくら 価値が 有っても、 
政治的な 身代 金の 対象に はならず、 彼ら を 誘拐す る こと は 凶悪犯罪で ある。 彼 
らは 殺されたり、 危害 や 虐待 を 受けて はならない。 聖 なる 預言者の 生涯に は、 
これら の 原則の 適用 を 示す 多 く の 実例が あ る 。 

従って、 外交特権 に関する イスラム教の 聖典と イスラム教の 聖 なる 預言者の 
教えに は 曖昧さがない。 一言で 言えば、 どのような 形で あれ、 外交 使節 や 民 
間 人 を 人質に したり 虐待す る こ と は、 イスラム教の 教え や 教義と は 全く 無縁で 
ある。 言い換えれば、 イスラム教の 哲学 は 完全に テロ を 拒否して いる。 
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イスラム教に おける ジハードの 概念 

ごく 一部の 構成分子の 行動 を 通じて、 西側 世界 は ジハード （聖戦） について 
間違った イメージ を 持って いる。 ジハード という 言葉 は、 剣 を 振り回し 異教徒 を 
攻撃す る、 残忍な あごひげ を 生やし 炎の ような 目 をした 宗教の 狂信者た ちが 行 
進す る 光景 を 想起させる。 

イスラム教 用語の ジハード は、 高貴な 方法で 努力し、 努め、 懸命に 試みる こ 
と を 意味す る。 何 世紀に も 渡って、 この ジハードの 意味 は 消失した カゝ、 少なく 
とも 希薄に なって いる。 イスラム 世界に おける 重大な 転機に、 ジハードの 本当 
の 初期の 意味 を 復活 させ 取り戻す 必要が ある。 

ジ ハー ドは 大き く 2 つの カテゴリーに 分ける こと カミ できる。 
第一 は 偉大なる ジハード である。 これ は 罪深い 性向 を 抑制す る 自分自身の 人 
格に 対する ジハード、 すなわち 自己の 浄化で ある。 これ は 最も 困難な ジハード 
であり、 故に 報酬と 祝福の 観点から 見れば 最高の カテゴリーの ジハード である。 
第二 は、 小 ジハード である。 これ は 剣の ジハード である。 これ は 共同 参加の 
ジハード であり、 ある 特定の 条件 を 前提と する。 コーランが 語って いるの は、 
イスラム教徒 を 先制攻撃した 者に 対する 戦闘の みで あり、 これ は聖 コーランの 
他の 詩に も 規定され ている。 イスラム教の 聖典の いわゆる 剣の 詩 は、 全ての 不 
信心 者た ちに 無差別の 大虐殺 を 諄々 と 説き聞かせ るかの ように、 何度も 文脈 か 
ら 取り出される。 あなた 力 ま 見つける もの は 何でも 殺せ、 のよう な コーランの 言葉 
は、 敵が 先に イスラム教徒 を 攻撃して きた 場合に のみ 適用され、 その 誓い や 
確約 を 破る 不信心 者た ちゃ 敵に 対して 用いられる。 それら は、 挑発に 寄らな 
い 戦争 や 戦いに は 用いられない。 それ 以外の 方法で これらの 詩 を 解釈 すれば、 
イスラム教の 崇高な 理想 を 戯画 化する ことになるだろう。 聖 なる 預言者の 生涯 
において、 剣 あるいは イスラム教の 他に 採り 得る 道 を 誰かに 提供した 例 は 一つ 
も 無い。 
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欧米の メディア 及び 一部の 学者 は 時として、 ジハードの これらの 2 つの 側面 
の 相違 を 無視して いる。 聖 なる コーラン は、 信仰の 問題に 関して は ジハード、 
聖戦 を 行わない こと を 忘れて はならない。 聖 なる 預言者の 言葉 や 伝統 は それ を、 
常に 不正確に 戦闘的 表現に 陥りが ちな 激しい 闘争の 形で 表現す る。 現代の テ 
口 は、 イスラム教 における ジハードの 真の 精神の 領域と は 相 いれない。 

イスラム教 を 西側 世界が、 神の 権威 を 装って 不当な 人的、 物的な 苦しみ や 
破壊 を 引き起こす 権利 を 自らに 与える 未熟で 原始的な 宗教と みなしても、 それ 
は 我々 が聖 なる コーランと 聖 なる 預言者 ムハンマドの 教えに 見出す イスラム教で 
はない （平安と アツ ラーの ご 加護 を！）。 

イスラム教に おける 平和と 国際関係 

神の 属性の 中で、 聖 なる コーラン は、 神 は 平和の 根源で あり 安全 を 与える 者 
である （5923) と 言及して いる。 従って、 平和の 確立と 安全の 維持 は、 全て 
の イスラム教徒 にも 非 イスラム教徒 にも 等しく 不変の 目的で なければ ならない。 
平和 を 乱す 全ての 営みと 活動 は イスラム教 では 厳しく 非難され ている。 聖 なる 
コーランに は 特定の 禁止 命令 力 《見出せる。 

「そして、 地上が 整えられた 後、 無秩序 を 起こして はならない.…」 
(7:57:11:86; 29:37) 

危害 や 邪悪 は 他の いくつかの 詩で も 非難され ており、 イスラム教徒 は ひとえ 
に 平和の ために 力 を 尽くす ように 命じられ ている。 

イスラム教 は、 平和と 秩序 を 乱したり 破壊し がちな 要因に 注意 を 喚起し、 そ 
れらを 非難す る。 一国 内の ある 集団に よる 別の 集団の 支配、 または 国家 間の 
ある 民族に よ る 別の 民族の 支配 は、 平和 を 妨げる 重要な 原因 と して 強 く 非難 さ 
れる。 別の 民族 は 国に よる 一民 族 または 一国の 経済的 搾取 は、 必然的に 支配 
につな がり、 平和に 対する 潜在的 脅威に 発展す る。 聖 コーラン は そのような 搾 
取 を 禁止して いる。 搾取に 基づく 経済 は 結果 的に 有益で は 有り得ず、 長く 持ち 
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こたえる こと もで きない。 

イスラム教 は、 平和、 良心の 自由、 そして 人間の 福祉の 増進の 追求に 緊密 
に 結びついた、 強固 かつ 安定した 国家と そのような 国家 間の つながり を 具体 ィ匕 
する。 国家 間の 条約 や 条項 は 簡単な 言語で 行われ、 何ら かの 優位性 を 確保し 
たい 誘惑に よって 回避 または 拒否され る ことなく 作成され る 必要が ある。 困難 
や 紛争に、 平和的な 解決 や 調整 を もたらす の は イスラム教徒の 義務で ある。 

聖 コーラン は、 神 力 《 全ての 人々 に 啓示 を 時々、 送って いると 教えて いる。 旧 
約 聖書の 預言者た ちゃ イエス は、 全ての イスラム教徒から 大いに 尊敬され 崇拝 
されて いる。 確かに、 コーラン は これら 全ての 預言者た ち を 信仰す るよう 求め 
ている。 イスラム教 はこの ように、 全ての 預言者への 信仰 を 求める 点、 唯一 か 
つ 独特の もので あり、 故に イスラム教 は、 様々 な 宗教の 信者の 間に 和解 を もた 
らして 彼らの 間に 尊敬と 名誉の 礎 を 確立し ようと 試みる。 コーラン は 次の よう 

に 目つ。 

「げに 信ずる 人々、 ユダヤ教 徒、 キリス 卜 教徒、 並びに サー ビア 人た ち、 

(注 61) そのい ずれた る を 問わず、 アツ ラー を 信じ、 最後の 審判の 目 
を 信じ、 善行 を 積む 人々 は、 主より 必ず 報奨 を 賜わらん。 而して 彼等 
に は、 恐ろしき こと 悲しき こと 起らざる べし。」 (2:63) 。 

同じ 託宣が 5:70 で 繰り返され ている。 全ての 宗教の 信者の 基本的 結束が 
聖 なる コーランで 力強く 強調され、 テロに よる 不和 や 分裂が 生じる ことがあろ 
うと 無力、 ろうと、 イスラム教に 入り込む 余地 は 全くない。 

国際関係の 分野で は、 宗教 及び 宗教 間の 関係が 重要な 位置 を 占めて いる。 
残念な ことに、 人間関係 のこの 側面に は あまり 注意が 払われない。 宗教 は 各 
個人に とって 私的な 問題で あり、 従って 生活の 政治的、 社会的 側面と は 直接 
の 関係がない と 思われて いる。 この 仮定 は 正当化 されない。 イスラム教 は 平等 
主義 的な 宗教で あり、 単なる 個人的な 信仰で はなぐ 価値観 や 行動の 包括的 
な 掠で ある。 イスラム教 は 人間関係に おける 重要な 要因で あり、 今後 もそう あ 
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り 続ける だろう。 イスラム教 は、 目標 を 達成す るた めに 宗教 的、 政治的 指導者 
に 必要と され 続ける のみならず、 団結と 調和 を 促進す るた めに も 重要で ある。 

平和 時で あろうと 戦争 時であろう と、 テロ 行為 は イスラム教 では 非難され る。 
それだけで なぐ テロ は 明らかに 全人 類の 主で ある 神への 服従 を 通して、 平和 
を 象徴す る イスラム教の 教えに 相 いれない こと も 述べて、 私 は 結論 を 下す。 

神の 律法への 服従に よっての み、 私たち は テロの 無い 安全な 世界と いう 理 
想 を 達成す る ことができ るので ある。 
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イスラムに ついての ご 質問 は、 お 気軽に お寄せく ださい。 
一般の 方、 マスメディア、 イスラム 研究者、 どんな 方で も 歓迎です。 
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